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　平成24年 2月から，宮崎教授より勉強する機会
を頂き，シンシナティ大学の外科講座，基礎部門
のLentsch教授の下にて研究を開始してから，約
1年 7ヶ月となりました。
　単身での留学でしたので，当初は期待よりも，
アメリカの中西部ではたして一人でやっていける
のかという漠然とした不安が相当大きかったので
すが，前任の酒井先生が紹介して下さった方々
や，こちらで一緒に研究している外科レジデン
ト，そしてテクニシャンなどの優しい方々に恵ま
れたことと，さらには，美しい緑に囲まれ，とて
も快適な居住環境のシンシナティという街のおか
げで，楽しく充実した日々を送っております。
　シンシナティの紹介が遅れましたが，中西部
オハイオ州の南西に位置する，人口約30万の比
較的小さな都市ですが，スポーツでは，大リー
グのレッズやNFLのベンガルズの本拠地，コン
サート会場で冬期はアイスホッケーの本拠地のア
リーナ（オハイオ側にそって大きなスタジアム，
アリーナが並んでいる光景は壮大です），また，
企業では，P&Gや腹腔鏡手術の大手メーカーの
Ethicon Endo-Surgeryの本社，そして，郊外に
少し足を伸ばしますと素晴らしい緑の一帯，たく
さんのゴルフ場とKings Islandという全米でも有
名な遊園地，冬期には，さすがアメリカと思った
のですが，雪がまったく降らずとも屋外にすべて
人工雪でつくられた大きなスキー場と，他の大都
市と比べて，規模は小さいながらもまとまって味
のある都市です。また，1800年代初めの頃は，畜
産業における集散地となり，養豚の街とも呼ばれ
たことより，今では，マスコットとして，街の中
には，ちらほらと（可愛らしい?）豚の像が散見
されます。そして，その由来から，毎年 5月には，
シンシナティ・フライングピッグ・マラソン大会
が開かれ，まちは，春の訪れとともに，多くの人，
お祭りムードで 1年の中でも一番の賑わいとなり
ます。今年は，特に惨劇であった 4月のボストン
マラソンの直後で，警察に加わって，普段は出動
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の蓄積されたデータをもとに，Microparticleや
Nanaparticle，そして，様々なmiRNAの発現の
研究を行っております。当初は，このラボにおい
ては，全く新しい分野でしたので，プロトコール
を確立するのにやや時間がかかりましたが，テク
ニシャンのBeckyの強力なサポートもあり，今
は，ようやくリズムにのってきて，一安心といっ
たところです。
　この一年間を振り返りますと，まず，来た当初
に驚いた事は，ひとつに私の地域だけなのかもし
れませんが，ゴミの分別が全くないこと，また，
職業によって，ある程度の度合いで人種が別れて
いること，違う面白い驚きでは，マラソンなどの
ランニングの大会では，だいたい女性がほぼ半分
以上と，若い女性に人気があることでした。ま
た，私の中で，来た当初より何が大きく変わった
かといいますと，一つは，英語を話すことに以前
のようなためらいがなくなったこと，そして，昔
はそれほど好きでもなかったハンバーガーがとて
も美味しく感じるようになったことと，食べる量
がめっぽう増えたことです。肝心の英語に関して
は，こちらに来た当初は，あまりにも会話が早く，
聞き取ろうと頑張っている間に会話が終わってし
まい，ほとんど会話に入れなくて，歯痒い思いを
することの繰り返しでしたが，普段から自分の拙
い英語につきあってくれるレジデントやテクニ
シャンの方々のおかげで，以前は聞き取れなかっ
たことが，聞き取れるようになったり，会話が以
前よりは少し続くようになったりと，以前の英語
→日本語→日本語→英語といった思考回路からや
や脱却して，レベル的にはまだまだ未熟ですが，
少しは上達したような気がします。
　研究外のアクティビティでは，こちらでは意外
な事にマラソンが非常に盛んで様々な多くのマラ
ソントレーニンググループがあちこちにあり，中
でも自宅近くでトレーニングを行っている全体で
は100人をも越えるグループに入っているのです
が，週 2回，トレーニング前には，ミーティング，
タイム別にペースメーカーを行うコーチ，給水な
どが準備された日々異なる練習コースと，部活さ
ながらの内容，皆とても気さくなランナーたち
と，楽しくトレーニングに参加しております。と
やや話が長くなりましたが，残りの留学任期は，
しない軍隊までもが警備にあたっていましたが，
特に物々しい雰囲気もなく， 3万人をこす大勢の
参加者，沿道には多くの観衆と素晴らしい大会で
した。
　研究をしておりますシンシナティ大学は，公立
の総合大学で，キャンパス全体の規模としては，
他大学と比較しますと大きいわけではありません
が，特徴としては，キャンパス内には，様々な有
名な建築家による建築物があり，キャンパスがよ
り一層美しく彩られております。また，すぐ傍に
は，全米で有名なシンシナティ小児病院が隣接し
ており，臨床と共にこちらでも研究が盛んに行わ
れています。私の所属する研究室は，メディカル
キャンパスにあり，Lentsch教授の下，現在は，
テクニシャン 2人，外科レジデント 2人，PhD
プログラム生 1人，私で構成されております。な
かでも，外科レジデントは，二年間，研究をす
る選択性のプログラムですが，大抵の人が履修
しており，その他にDutyとして，クリニカルス
タディ，また，月 4－ 6回の当直（Burn Center, 
SICU, 小児病院）があり，最後には，研究，クリ
ニカルそれぞれの部門での，レジデント対抗コン
ペティション（各々一人だけawardに選抜され
ます）と忙しいスケジュールになっております。
また，コンペティションでのプレゼンテーション
は，臨床，基礎の医局員が集まった中で行われ，
内容，プレゼンテーションスタイル，質疑応答で
総合評価されますが，やはりAward優勝者とも
なると，我々，聴衆にインパクトがあり，そして
よどみのない素晴らしいプレゼンテーションと，
しっかりと周到に準備していた彼らを傍にて目の
当たりにしていたものですから，とても感心する
とともに，私にとりましても，どのようにして良
いプレゼンテーションを行うかについて学び，と
ても良い刺激となりました。
　本題の研究に関しましては，幸いなことに研究
室内に手術ができるスペースがあり，マウスの肝
臓での阻血再還流モデル，肝切除モデルを作成
しております。再還流後の肝障害度やサイトカ
イン発現量，様々なケモカインの阻血肝への影
響，肝切除後の肝再生，また，様々なケモカイン
受容体欠損マウスでの肝阻血，肝切除の解析など
がオーソドックスでしたが，最近では，今まで
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授，学位及び留学準備にて御指導を頂きました久
保木先生，教室の諸先生方，そして，こちらで留
学を開始するにあたり大変お世話になりました酒
井先生に深く御礼申し上げます。
常にサポートして頂いています方々への感謝の気
持ちを忘れずに，研究，そして，こちらならでは
のアクティビティを友人達と楽しみながら過ごし
たいと思います。
　今回，この留学する機会を頂きました宮崎教
